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報 道 資 料             

平成２２年４月３０日 

中国電力株式会社 

 

島根原子力発電所の点検不備に係る調査報告書（中間）の提出について 

 

当社は，島根原子力発電所 1号機，2号機の機器の一部を，自ら定めた点検計画  

どおりに点検せず，点検時期を超過して使用していた問題（平成 22年 3月 30日   

お知らせ済み）について，3月30日に，経済産業大臣および経済産業省 原子力安全・

保安院長から報告徴収および指示事項に基づく報告指示を受けました。 

当社は本件を厳粛に受け止め，リスク戦略会議（議長：社長 山下）の下に緊急

対策本部（本部長：副社長 神出亨）を設置し，全社を挙げて，島根原子力発電所の

保守管理に係る総点検を実施してまいりました。 

現時点で，全ての報告徴収および指示事項への対応を終えることはできていません

が，報告期限である 4月 30日までの結果を取りまとめ，本日，報告書（中間）とし

て経済産業大臣へ提出し，島根県および松江市に連絡しました。 

このたびの調査の結果，すでに3月30日に報告済みである事案を含む506件につ

いて，点検時期が超過していたことを確認しました。当社は，これらの機器のうち19

件について，「点検計画表」に定められた点検内容を実施し，健全性を確認していま

す。また，その他の487件についても，外観点検，肉厚測定等による代替点検または

巡視点検を実施し，異常のないことを確認しています。 

本件は，発電所の運営において欠かすことのできない地域との信頼関係を損なう重

大なものであり，深く反省するとともに，地元の皆さまをはじめ，多くの関係者の方々

に多大なご迷惑とご心配をおかけしたことを深くお詫び申しあげます。 

当社は，6月初めの最終報告に向け，総点検を継続するとともに，組織や風土の問

題などを含めた根本的な原因分析を行い，再発防止対策を講じてまいります。 
以 上 

（添付資料）「島根原子力発電所の点検不備に係る調査報告書（中間）の概要」 
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島根原子力発電所の点検不備に係る調査報告書（中間）の概要 

 

１．総点検の概要 

  「緊急対策本部」の下部組織として「点検・対策本部」を設置し，最大約500名

の体制で主に以下の3つの項目について総点検を実施しました。 

（１）「点検計画表」の不備に関する調査・確認（1,2号機） 

  ① 「点検計画表」と点検実績の照合 

「点検計画表」に記載のある全ての機器（1号機：約35,000機器，2号機：

約 35,000機器）を対象に，機器ごとに，当社が定めた点検周期で点検が実施

されているかを確認しました。 

  ② 「点検計画表」と「定期事業者検査成績書」との照合 

「定期事業者検査」（平成16年度導入）に該当する点検項目についての点検

実施状況（計画）を確認しました。 

（２）機器の健全性の評価（1,2号機） 

   点検時期が超過していると考えられる機器について，可能なものから点検を実

施し，健全性を評価しました。 

（３）保守管理の実施状況の総点検（1,2,3号機） 

  ① 1，2号機について，「保守管理要領（※1）」で定めたプロセスに従って，保守

管理が適切に実施されているかを確認しました。 

  ② 3号機について，「保全計画運用要領（※2）」で定めたプロセスに従って，保守

管理が適切に実施されているかを確認しました。 

 （※1） 「保守管理要領」とは，原子力発電所を構成する構築物，系統および機器の信頼性

を確保するために，その供用期間中に実施する保守管理に関する基本的事項について

定めたもの。 

  （※2） 「保全計画運用要領」とは，原子力建設所において，原子力発電所を構成する機器・

設備の信頼性を確保するために，その建設期間中に実施する保全に関する基本的事項

について定めたもの。 

 

２．総点検の結果 

（１）「点検計画表」の不備に関する調査・確認結果（1，2号機） 

① 現在，点検時期の超過を確認した機器件数は，以下のとおりです。 

安全機能の重要度（※3） 1号機 2号機 計 

クラス1  ２８  ２４  ５２ 

クラス2   ７   ７  １４ 

クラス3 １０１  ５５ １５６ 

ノンクラス ２１１  ７３ ２８４ 

合 計 ３４７ １５９ ５０６ 

   （注）3月30日に報告済みの事案を含む 

添付資料 
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    なお，点検計画表の実績の記載に誤りがあるものの，点検時期の超過がない

ことが工事記録から確認できた不整合1,159件を確認しました。 

（※3）原子炉施設の安全性を確保するために必要な安全機能について，相対的重要度を

定めたもので，構築物，系統および機器を重要度に応じクラス別に分類したもの。 

・クラス1：合理的に達成し得る最高度の信頼性を確保する必要がある機器 

・クラス2：高度の信頼性を確保する必要がある機器 

      ・クラス3：一般の産業施設と同等以上の信頼性を確保する必要がある機器 

      ・ノンクラス：安全に関連しない機器 

②  「定期事業者検査（※4）」を実施（計画）した点検機器のうち，計画した時期   

に「定期事業者検査」を実施していなかったもの（※5）は下表のとおりです。 

検査の重要度 検査組織 1号機 2号機 

原子力安全の確保の

観点から特に重要な

もの 

原子力安全・保安院が

定期検査として確認 
0  0  

原子力安全の確保の

観点から重要なもの 

独立行政法人 原子力

安全基盤機構が定期検

査として確認 

0   0  

定期事業者

検査 

上記以外のもの 

独立行政法人 原子力

安全基盤機構が抜き取

りにてプロセス確認 

141 23  

合   計 164 

   

上記 164件以外に，点検は適切に実施しているため，機器の健全性に直接  

影響はないものの，定期事業者検査として検査を実施していなかったものが， 

1号機で2件，2号機で1件確認されました。 
（※4）「定期事業者検査」とは，法律で規程する設備（電気工作物）の技術基準への適合

性を事業者が定期的に確認する検査。「定期事業者検査」の中でも安全上重要な設備

については，国または独立行政法人 原子力安全基盤機構の「定期検査」を受けてい

る。 

また，電力会社による検査（定期事業者検査）の実施体制（組織・体制・検査方法）

について，独立行政法人 原子力安全基盤機構による「定期安全管理審査」が行われ

る。 

（※5）2号機については,現在実施中の定期事業者検査の計画時期の妥当性も含めて確認。 

③  機器種別分類 

点検時期の超過が確認された機器506件のうち，250件は，手動弁など運転

中およびトラブル発生時においても操作しない機器です。 

また，これらの機器は，「多重防護」の考え方に基づく安全対策を講じており，

仮にその機器の機能が失われたとしても他にバックアップする仕組みがあるた

め，直ちに安全性が損なわれるものではなく，発電所の安全性は確保されてい

たものと考えます。 
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点検時期が超過していると考えられる 

設備・機器 

内   訳 

安全機能

の重要度 
ユニット 

総 数 
空気作動弁他 手動弁他 その他 

1号機 ２８ ４ １８ ６ 

2号機 ２４ １２ ２ １０ クラス1 

計 ５２ １６ ２０ １６ 

1号機 ７ ０ ０ ７ 

2号機 ７ ０ ６ １ クラス２ 

計 １４ ０ ６ ８ 

1号機 １０１ ４ ７６ ２１ 

2号機 ５５ ８ ７ ４０ クラス３ 

計 １５６ １２ ８３ ６１ 

1号機 ２１１ １０ １２３ ７８ 

2号機 ７３ １２ １８ ４３ ノンクラス 

計 ２８４ ２２ １４１ １２１ 

合 計 ５０６ ５０ ２５０ ２０６ 

 （注）空気作動弁他：運転中に操作する弁  手動弁他：運転中に操作をしない弁  
その他：ヒューズなど 

 

（２）機器の健全性評価結果（1,2号機） 

このたびの調査で，すでに3月30日に報告済みである事案を含む506件につ

いて，点検時期を超過していたことを確認しました。当社は，これらの機器のう

ち，19件について，「点検計画表」に定められた点検内容を実施し，健全性を確

認しています。その他の 487件については，外観点検（漏えい痕の有無確認），

開閉確認，簡易校正，地絡電圧測定，肉厚測定等による代替点検または巡視点検

を実施し，異常のないことを確認しました。 

（３）保守管理の実施状況の総点検結果（1,2,3号機） 

    1,2号機については，各プロセスについて点検を実施中ですが，「点検・補修等

の不適合管理，是正処置及び予防処置」については点検を終了し，改善について

の提案項目が1点抽出され，すでに改善されていることを確認しました。 

   また，3号機について，点検を実施した結果，保守管理が適切に実施されてい

ることを確認しました。 

 

３．問題の経緯 

（１）主な保守管理の変遷概要 

① 「定期事業者検査」制度導入以前の保守管理（平成16年5月以前） 

   過去の点検実施状況や類似設備の不具合事例等を考慮して機器ごとの点検箇

所，点検内容および点検周期等を定めた「定期点検実施基準」を自主的に定め，

これに基づき各工事担当者が機器ごとの点検の計画・実績を記載した「点検周期

リスト」を作成し，個々の機器の点検を計画・実施していました。「点検周期リ
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スト」に記載のない機器については，状況を監視しながら点検や修理などの必要

な対応を行っていました。 

なお，定期検査対象機器は，13ヶ月を超えない時期ごとに国による「定期検査」

を受けることが定められていましたが，それ以外の機器について法的規制はあり

ませんでした。 

② 「定期事業者検査」制度導入直後の保守管理（平成16年5月） 

   「定期事業者検査」制度の導入とともに，「保安規定（※6）」に保守管理に関する

事項を定めることとされ，当社は「保安規定」を改正し，「定期点検実施基準」

を廃止し，新たに設備ごとの点検周期，点検方法の基準を記載した「点検計画」

を制定しました。 

③ 「定期安全管理審査」における指摘（平成16年9月） 

   2号機の第12回定期事業者検査において，独立行政法人 原子力安全基盤機構

から「点検周期リスト」について，体系的かつ網羅的な方法で管理を実施するプ

ロセスが，組織として構築されていないとの指摘を受けたため，同リストに代え

て，新たに「点検計画表」をＱＭＳ文書（※7）として制定しました。 

〔制定時期：1号機…平成18年4月，2号機…平成17年10月〕 

（※6）「保安規定」とは，原子力発電所の運転の際に実施すべき事項や，従業員の保安教育

の実施方針など原子力発電所の保安のために必要な基本的な事項が記載されている

もので，国に申請し認可を受ける必要がある。 

（※7）「ＱＭＳ」とは，品質マネジメントシステムのことで，ISO9001（品質保証のための
国際標準モデル）を原子力に適用した規格 JEAC4111に基づく，原子力安全を確実に
するためのシステム。経営者が方針・目標を掲げ，必要な資源（人材・予算）等を確

保して，原子力安全確保のための業務を確実に実施し，実施した活動を監視・分析・

評価して改善する仕組みを定めているもの。「ＱＭＳ文書」とは，「ＱＭＳ」に必要な

品質マニュアルや手順書類のこと。 

（２）「点検計画表」の概要 

「点検計画」に基づいて，全ての機器（1,2号機計：約70,000機器）について，

点検内容，作業内容，実施頻度等を記載し，いつの定期検査で実施するかが分か

るように点検時期に「○」印が掲載されており，点検を実施した後「●」と更新

して実績管理を行っています。「点検計画表」は，保修管理課で一元的に管理し

ていましたが，計画に対する変更があった場合のみ，設備主管課がその内容を保

修管理課に連絡する運用を行っていました。 

（３）「点検計画表」制定時の状況 

  「点検計画表」制定時に，それまでは状況を監視しながら必要な対応を行って

いた機器（主に手動弁など）についても「点検計画表」で管理することとしたた

め，「点検計画表」作成に係る作業量が膨大となり，「点検周期リスト」からの計

画・実績の転記ミス等が発生し，チェックも十分ではありませんでした。 

 また，それまで点検記録の保存義務がなかった機器も「点検計画表」で管理す

ることとしましたが，過去の点検実績や点検方法に関するデータが不十分なまま

「点検計画表」を作成しました。 



 

6 

４．問題点 

（１）問題点の分類 

3月30日に報告した123件の問題点は以下のとおりです。 

問題点 該当事案件数 

点検計画表の策定時における問題点 

機器の構造または機能上の理由により分解点検ができない機器を

点検計画表に記載した。 
  3 

 

点検計画表制定時に過去の点検実績を十分に踏まえずに設定した

り誤って記入したりした。 
 55 

点検計画表に基づく点検実施時における問題点 

点検計画表から点検工事仕様書に適切に点検情報を取り込まなか

った。 
21 

必要な資材の手配ができなかったが，設備の健全性は問題ないと考

え，点検工事を実施しなかった。 
42 

 

工事仕様書により要求する点検内容が作業要領書に反映されてい

ないことを見落とした。 
 1 

 適切な部品仕様管理ができなかったため，計画通りに取替えができ

ず，また取替未実施について不適合管理が適切に行われなかった。 
1 

合    計 123 

点検計画表に基づく保守管理の運用上の問題 

 設備主管課は，点検が実施できなかったことについて，保修管理課

に連絡しておらず，保修管理課も連絡がなければ点検済みにする運

用としていた。 

（再掲）68  

 

５．再発防止対策 

（１）直接的な原因に対する再発防止策 

123件の問題点から抽出された直接原因に関する再発防止対策については，可

能な限り迅速かつ確実に実施してまいります。 

   ① 点検計画表の策定時における問題点に対する対策 

・点検計画表作成および運用においては，点検内容の妥当性を確認し，見直

すとともに変更管理等を確実に実施します。 

   ② 点検計画表に基づく点検実施時における問題点に対する対策 

    ・点検計画表に基づく点検作業を確実なものとするため，点検計画表を工事

仕様書に確実に反映する業務プロセスや点検計画表を変更して行う業務

プロセスを改善・明確化します。 

    ・部品等の調達管理プロセスや調達製品の検証に係る改善，工事仕様書と変

更する工事内容となった場合の取扱いの明確化等を実施します。 

③ 点検計画表に基づく保守管理運用上の問題に対する対策 

・計画した点検の実績を報告しないと「点検計画表」に反映されない仕組み

に変更し，確実に点検実績が点検計画表に反映できる仕組みにします。 
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 （２）根本的な原因分析に対する再発防止策の方向性 

今後は，問題発生に至った背景，組織や風土など，根本原因の分析を行い，

保守管理体制及び品質保証体制の再構築を含め，ＰＤＣＡサイクルが適切に機

能するための仕組みに重点をおき，具体策を検討してまいります。 

なお，再発防止対策等の検討にあたっては，社外の専門家からも第三者とし

て客観的な立場から意見・助言をいただくこととしています。 

 

６．評価本部による評価・確認 

  緊急対策本部の点検・対策本部が実施した総点検等の活動内容および作成した報

告書（中間）等を，社内の独立した内部監査組織である考査部門で構成した評価本

部が，第三者的な観点から評価しました。 

  評価にあたっては，調査・点検の客観性，透明性を確保するため，社外検証者（弁

護士4名）による検証を受けながら作業を進めました。 

【評価結果】 

評価本部は，以下の点を確認し，点検・対策本部の活動内容および報告書（中間）

は透明性，客観性が確保されていると評価しました。 

○ 判明した事実関係に基づき，現段階で可能な限りの「原因の分析」がなされ

「再発防止対策（方向性を含む）」に展開されていること。 

  ○ 「保守管理並びに定期事業者検査の総点検」について適切な方法で点検がな

され，その点検結果が記録類と整合した説明性を有するものであること。 

なお，社外検証者には，評価本部の報告を盛り込んだ報告書（中間）について検

証を受け「評価本部による評価の進め方・評価結果については適正・妥当である」

との評価を得ました。 

 

７．今後の調査 

  今回の報告書（中間）は，これまでの調査で判明した事実，直接原因，再発防止

対策等を報告していますが，今後は以下の 3つの項目について点検，調査を行い，

6月初めを目途に結果をとりまとめ，改めて報告させていただきます。 

①  根本原因を分析し，組織・風土の問題も含めた抜本的な再発防止対策を策定     

します。 

②  引き続き，点検計画表の記載内容を確認するとともに，保守管理の実施状況
について確認します。 

③  これまでに健全性が確認できていない機器について，点検計画表に定める点
検を実施し，健全性確認を継続実施します。 

以  上 



島根原子力発電所の点検不備に係る

調査報告書（中間）の概要

平成２２年４月３０日

中国電力株式会社
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1報告徴収および指示事項の概要報告徴収および指示事項の概要

【指示事項①】

島根１,２号機の点検が適切に実施されていなかった箇所を早急に
点検するとともに，健全性の評価を行い，その結果を報告するこ
と。

原子力安全・
保安院長の指示

【報告徴収②】

島根１,２,３号機の保守管理ならびに，島根１,２号機の定期事業
者検査の実施状況について総点検を行い，平成２２年４月３０日
までに報告すること。

【報告徴収①】

島根１,２号機の保守管理ならびに定期事業者検査の一部が適切に
実施されていなかったことについて，平成２２年４月３０日 ま
でに以下の内容を報告すること。

○経緯・事実関係の調査

○原因の究明（直接原因のみならず根本原因を含む）

○再発防止対策の検討

（保守管理体制および品質保証体制の再構築を含む）

経済産業大臣
からの報告徴収

報告徴収，指示事項の内容
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2対応体制対応体制

点検・対策本部

原因分析チーム

機器点検評価
グループ

評価本部

本部長：副社長（ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進部門長）

本部長：副社長（考査部門長）本部長：副社長 （電源事業本部長）

社外からの意見・助言

第三者検証（弁護士４名）

リスク戦略会議

議長：山下社長

緊急対策本部

総点検
グループ

総点検チーム 再発防止対策
検討チーム

社外からの意見・助言

機器点検の依頼

再発防止対策の
策定依頼

原因分析依頼

指示事項①報告徴収②

報告徴収①
報告徴収①

報告徴収②
指示事項①

最大約５００名体制で実施

社外からの意見・助言
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3「点検計画表」の不備に関する調査・確認「点検計画表」の不備に関する調査・確認

①当社が定めた点検周期で点検が実施されているか

⇒「点検計画表」と点検実績の照合

②定期事業者検査（Ｈ１６年度導入）に該当する点検項目についての点検実施
状況の確認

⇒「点検計画表」と「定期事業者検査成績書」との照合

調査・確認の内容調査・確認の内容

・・・・ 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

○○設備 ＸＸ機 △△系

A ・・・・・ 分解点検 65Ｍ ― ・・・・ × ● × × × × ● × × × × ○

Ｂ ・・・・・ 機能確認 65Ｍ
機能・性能検
査

・・・・ × ● × × × × ● × × × × ○

・・・・・ 点検・試験項目 実施頻度
定期事業者検
査該当の有無

設備区分
機器名称／
機器番号

系統名称 点検箇所
定検回数

定期事業者検査制度の導入

実績

点検計画を制定

凡例：○･･･計画（点検），●･･･実績（点検）

計画【点検計画表のイメージ】
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4「点検計画表」の不備に関する調査・確認結果（１）「点検計画表」の不備に関する調査・確認結果（１）

５０６１５９３４７合 計

２８４７３２１１ノンクラス

１５６５５１０１クラス３

１４７７クラス２

５２２４２８クラス１

計２号機１号機安全機能の重要度

現在，点検時期の超過を確認した機器件数現在，点検時期の超過を確認した機器件数

※３月３０日に報告済みの事案を含む。

※なお，点検計画表の実績の記載に誤りがあるものの，点検時期の超過がないことが工事記録か
ら確認できた不整合１,１５９件を確認（１号：７５３件 ２号：４０６件）。
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5「点検計画表」の不備に関する調査・確認結果（２）「点検計画表」の不備に関する調査・確認結果（２）

定期事業者検査を実施（計画）した点検機器のうち，計画した
時期に定期事業者検査を実施していなかったもの

定期事業者検査を実施（計画）した点検機器のうち，計画した
時期に定期事業者検査を実施していなかったもの

定
期
事
業
者
検
査

合 計

独立行政法人 原子力安
全基盤機構が抜き取りに
てプロセス確認

１６４

２３１４１上記以外のもの

００
独立行政法人 原子力安
全基盤機構が定期検査と
して確認

原子力安全の確保
の観点から重要な
もの

００
原子力安全・保安院が定
期検査として確認

原子力安全の確保
の観点から特に重
要なもの

２号機１号機検査組織検査の重要度

※上記１６４件以外に，点検は適切に実施しているため，機器の健全性に直接影響はないものの，
定期事業者検査として検査を実施していなかったものが，１号機で２件，２号機で１件確認されま
した。
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6「点検計画表」の不備に関する調査・確認結果（３）「点検計画表」の不備に関する調査・確認結果（３）

※空気作動弁他：運転中に操作する弁，手動弁他：運転中に操作をしない弁
その他：ヒューズなど

２０６２５０５０５０６合 計

１２１１４１２２２８４ノンクラス

６１８３１２１５６クラス３

８６０１４クラス２

１６２０１６５２クラス1

その他手動弁他
空気作動弁

他

内 訳

総 数

点検時期が超過していると考えられる
設備・機器

安全機能
の重要度

機器種別分類機器種別分類
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7機器の健全性評価結果機器の健全性評価結果

５０６

２８４

１５６

１４

５２

点検時期
超過機器数

合 計

ノンクラス

クラス３

クラス２

クラス１

安全機能
の重要度

○１９件について，「点検計画表」
に定められた点検内容を実施
し，健全性を確認。

○その他の４８７件については，
外観点検，開閉確認等による
代替点検または巡視点検を
実施し，異常のないことを確認。
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8問題の経緯（１）問題の経緯（１） 主な保守管理の変遷主な保守管理の変遷

2号「保全計画」の策定12月H21年度

1号「保全計画」の策定2月新検査制度の導入1月H20年度

不適切事案に係る再発防止

対策の推進（～H21.2）

5月
H19年度

1号「点検計画表」の制定

ＱＭＳ高度化活動の開始（～H20.2）

㈱ｴﾈﾙｷﾞｱ・ﾆｭｰﾃｯｸの解散

4月

10月

1月

H18年度

2号「点検計画表」の制定10月H17年度

保安規定へのＱＭＳの導入

定期事業者検査制度の導入

「点検計画」の制定

5月

H16年度

㈱ｴﾈﾙｷﾞｱ・ﾆｭｰﾃｯｸの設立7月

定期事業者検査制度の導入

品質保証体制及び保守管理
活動の法定化

10月
H15年度

H14年度

当社の対応検査制度の変更
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9問題の経緯（２）問題の経緯（２） 「点検計画表」の概要と制定時の状況「点検計画表」の概要と制定時の状況

【法的規制】 【当社の取り組み】

○定期検査対象機器について13ヶ
月を超えない時期ごとに検査を実
施。

定期点検
実施基準

点検周期
リスト

(各機器ごとの
点検の計画)

「点検周期リスト」に記
載されていない機器
（運転中に作動しない
手動弁等）については，
状況を監視しながら必
要な対応を実施

点検計画
○原子炉等規制法の関係省令が改
正され，保安規定に規定すべき事
項として「原子炉の保守管理に関す
ること」が定められる。

H15.10定期事業者検査の導入

移行

H16.9 原子力安全基盤機構の指摘

○2号機の第12回定期検査における
定期安全管理審査において，「点検
周期リスト」を体系的かつ網羅的な
方法で管理する仕組みが，組織とし
て構築されていないとの指摘。

点検計画表
(各機器・点検部位
ごとの点検の計画)

展
開

＊「点検計画表」作成に係る作業量が膨大

＊新たに追加したものについては，過去の
点検実績等のデータが不十分な中で作成

移行 新たに追加

＊1･2号機約70,000機器
の点検実施時期等を管
理するもの

H15.10保守管理活動の法定化
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10問題点の分類問題点の分類 〔〔33月月3030日に報告した日に報告した123123件の問題点件の問題点〕〕

適切な部品仕様管理ができなかったため，計画どおりに取替えができず，また
取替未実施について不適合管理が適切に行われなかった。

１

１２３合 計

６８
（再掲）

設備主管課は，点検が実施できなかったことについて，保修管理課に連絡しておらず，
保修管理課も連絡がなければ点検済みにする運用としていた。

１
工事仕様書により要求する点検内容が作業要領書に反映されていないことを見
落とした。

４２
必要な資材の手配ができなかったが，設備の健全性は問題ないと考え，点検工
事を実施しなかった。

２１点検計画表から工事仕様書に適切に点検情報を取り込まなかった。

点検計画表にもとづく点検実施時における問題点 【６５件】

５５
点検計画表策定時に過去の点検実績を十分に踏まえずに設定したり，誤って記
入したりした。

３
機器の構造または機能上の理由により分解点検ができない機器を点検計画表に
記載した。

点検計画表の策定時における問題点 【５８件】

該当事案
件 数問題点 ※【 】は合計件数
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11再発防止対策再発防止対策

「点検計画表」
策定時の問題点

「点検計画表」にも
とづく点検実施時に
おける問題点

「点検計画表」にも
とづく保守管理の
運用上の問題点

 「点検計画表」の作成・運用においては，点検内容の
妥当性を確認し，見直すとともに，変更管理等を確実
に実施します。

 「点検計画表」にもとづく点検作業を確実なものとする
ため，「点検計画表」の利用，工事仕様書の作成等に
関する業務プロセスを改善・明確化します。

 部品等の調達や，工事仕様書と変更する工事内容と
なった場合の取扱いの明確化等を実施します。

 計画した点検の実績を報告しないと，「点検計画表」に
反映されない仕組みに変更し，確実に点検実績が「点
検計画表」に反映できる仕組みにします。

今後，問題発生に至った背景や社員の意識，組織や風土など根本的な原因の分析を
行い，再発防止対策を検討します。

直接的な原因に対する再発防止対策直接的な原因に対する再発防止対策

根本的な原因分析に対する再発防止対策の方向性根本的な原因分析に対する再発防止対策の方向性
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12評価本部による評価・確認評価本部による評価・確認

評価結果評価結果

評価本部は，以下の点を確認し，点検・対策本部の活動内容および報告書
（中間）は透明性，客観性が確保されていると評価。

○ 判明した事実関係に基づき，現段階で可能な限りの「原因の分析」

がなされ「再発防止対策（方向性を含む）」に展開されていること。

○ 「保守管理並びに定期事業者検査の総点検」について，適切な方法

で点検がなされ，その点検結果が記録類と整合した説明性を有する

ものであること。

なお，社外検証者には，評価本部の報告を盛り込んだ報告書（中間）に

ついて検証を受け，「評価本部による評価の進め方・評価結果については

適正・妥当である」との評価を得ました。
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13今後の調査今後の調査

今回の報告書（中間）は，これまでの調査で判明した事実，直接原因，

再発防止対策等を報告していますが，今後は以下の３つの項目について

点検，調査を行い，６月初めを目途に結果をとりまとめ，改めて報告させてい

ただきます。

①根本原因を分析し，組織・風土の問題も含めた抜本的な再発防止対策を

策定します。

②引き続き，点検計画表の記載内容を確認するとともに，保守管理の実施

状況について確認します。

③これまでに健全性が確認できていない機器について，点検計画表に定め

る点検を実施し，健全性確認を継続実施します。
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